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§2･ 系の自由エネルギー Fは,電子部分 ㌔ と格子部分 FI.との和で与えられるも










He- HK+ Ill- t(V)Hl +HI



































- ～-aV (α- 1)dV
とおき, (3)の第二項を無視すると2)tル ≫ 1のとき
82Fe U2a2










F｡,∂2㌔/∂v2のふるまいを図 1,図2に示すo 図からわかるように,両端 から
t～ U のところに近づくにつれ ∂2Fe/ ∂V2 は落ち込む傾向があるoすなわち金属非金
属転移は t～Uのところで期待されるが,まさにその近 くで,電子系の不安定さが増大



























道はガウス型であるとして, t(V)α ｡xpト C(,/a)2〕となるO γは格子点の間隔
で γ～ (VA )y3,aは原子軌道の広がり,Cはオーダ- 1の定数Oこのときはa～
(,/a)2となる｡一見したところ,tの大きい領域では (3)の第二項の寄与が大きくな
るように見える｡しかし,高密度で系が安定であるとすれば,この項は格子からの寄
与によって相殺されていなくてはならない｡ ここでは,t～Uの領域に注目するので
この項は考えないことにする｡
3) 自由エネルギーは tの連続関数と仮定する｡相互作用が短距離のときはたぶんこれ
でよいが,長距離のときは事情が違ってくる｡
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